緊急提言
《Google口コミは“今後の患者”に影響》
― ★3点台でも繁盛している医師が見落とす未来の変化 ―
「今は忙しいからGoogleレビュー★は気にしない！」　　　　　　　　　　　　　　それは、正常性バイアス（Normalcy Bias）では？
1. 今は口コミ対策をしなくても困っていない理由
・現在の患者層は中高年が中心で既存患者と通院継続で手一杯。
・Googleの評価が低くても「患者は普通に来ている」という実感がある。
・口コミ対策をしていないクリニックでも、予約が埋まっている現状がある。
2. しかし、次世代の患者層は「ネットで選ぶ」
総務省「令和4年 通信利用動向調査（個人編）」によると、
「医療機関の口コミをインターネットで参考にした」と答えた割合は以下のとおり：

　　　　　・20代　　：59.2％
　　　　　・30代　　：54.8％
　　　　　・40代　　：43.7％
　　　　　・50代以上：31.4％

⇒ 若年層ほど、医療機関の口コミを「当たり前のように確認」しており、
常にネットショッピングなどの選択が主流になっていることがわかる。

出典：総務省「令和4年 通信利用動向調査（個人編）」
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/230622_1.pdf患者も世代交代している

3. 今の高齢患者は減り、若年層はネットで動く
日本の高齢化が進む一方、現在通院している高齢患者層はいずれ減少していくことが確実です。一方で、将来の来院者となる20〜40代の世代は「病院選び＝ネット検索・口コミ確認」が習慣化しています。

今は口コミの影響が小さくても「数年後にはネット経由の新患が減っている」という未来が静かに迫っています。
4. 今だからこそ「高評価」を積み上げるチャンス
口コミ評価は、短期間で一気に作れるものではありません。
日々の診療の中で少しずつ信頼を積み重ねることが、未来の集患の“土台”になる。

・今、患者数が多いからこそ、良質な口コミを集めやすい。
・逆に、患者数が減ってからでは口コミ収集が難しい。

だからこそ「今やるべき」であり、「今こそ始めやすい」取り組みなのです。
5. まとめ：今は余裕があるからこそ備える
「口コミは後回しでいい」と考えたくなるほど、今は繁盛しているクリニックほど　　危機感が薄れがちです。しかし、患者世代の変化は確実に進んでいます。

数年後、評価が★4.0以下で口コミが止まっているクリニックは、
今後、毎年のように増加傾向にある新しいクリニックや、★4.5以上かつ直近レビューが豊富な近隣のクリニックに、検索でも印象でも負けてしまいます。

「今はまだ大丈夫」なうちに、「未来のための口コミ資産」を積み上げていくことが、生き残るクリニックの条件です。



弊社は2017年から培ってきたビジネスコミュニケーションスキルを基に
“クリニック経営のためのGoogleレビュー対策”を開発しました。
日本開業医支援研究会
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